
夏
休
み
の

　
こ
ど
も
図
書
館

※
夏
休
み
中
の
平
日
は
午
後
７
時

　
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

と
し
ょ
か
ん
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

▼
達
成
者
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

　
ト
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
８
月
１
日
木
～
11
日
日

対
象
／
小
学
生
・
中
学
生

わ
お
ん
か
い
の
お
は
な
し
会

日
時
／
８
月
23
日
金

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
参
加
者
募
集 

日
時
／
８
月
25
日
・
９
月
８
日
日

　
　
　
午
後
２
時
～ 

場
所
／
中
央
図
書
館　
読
書
室

申
込
方
法
／
図
書
館
窓
口
に
直
接

　
ま
た
は
電
話
申
し
込
み

お
は
な
し
会

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

お
は
な
し
玉
手
箱　
８
月
３
日
土

お
は
な
し
会　
８
月
17
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い　

　
８
月
８
日
木

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
か
ら

---------------------------------

中
央
公
民
館

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

８
月
10
日
土　
午
後
２
時
30
分
～

体
と
は
、
都
道
府
県
持
ち

回
り
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
す
。
都
道
府
県
対
抗
方
式
で
行

わ
れ
、「
天
皇
杯
」
と
、「
皇
后
杯
」

で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

　
第
一
回
目
の
国
体
が
開
催
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
21
年
。
戦
後
の
混

乱
期
の
中
で
国
民
に
勇
気
と
希
望

を
与
え
る
た
め
に
近
畿
地
方
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
第
二
回
以
降
は
都
道
府
県
持
ち

回
り
開
催
と
な
り
、
茨
城
県
で
は

昭
和
49
年
に
第
29
回
国
体
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
45

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
に
あ
た

る
も
の
を
国
体
で
は
「
炬き

ょ
か火

」
と

い
い
ま
す
。
第
29
回
国
体
で
は
原

子
力
東
海
研
究
所
（
科
学
の
火
）、

筑
波
山
（
自
然
の
火
）、
鹿
島
神

宮
（
伝
統
の
火
）
の
三
か
所
で
採

火
さ
れ
、
県
内
を
一
週
間
に
わ

た
っ
て
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。 

　
石
岡
市
で
は
「
伝
統
の
火
」
を

引
き
継
ぎ
、
大
勢
の
市
民
の
声
援

を
う
け
、
石
岡
地
区
で
は
、
中
学

校
３
校
、
高
校
３
校
の
生
徒
が
走

者
と
し
て
、
八
郷
地
区
で
は
、
中

学
校
４
校
、
高
校
１
校
の
生
徒
と

青
年
団
が
走
者
と
し
て
リ
レ
ー
。

大
会
旗
と
と
も
に
約
一
万
八
千
人

の
県
民
の
手
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ

た
３
つ
の
火
は
県
庁
で
集
火
さ

れ
、「
ま
ご
こ
ろ
の
火
」
と
な
り

開
会
式
で
点
火
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
昭
和

49
年
茨
城
国
体
を
紹
介
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。 

昭
和
49
年
茨
城
国
体
の
足
跡

　
―
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
充
実
―

期
間
／
８
月
６
日
火
～

　
　
　
　
　
　
　
11
月
４
日
月

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館(

祝
日
の
場
合
は
翌
日)

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【８月の休館日】 ５日月・12 日月・13 日火・19 日月・26 日月

国 時の記憶
シリーズ 161

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1324）

昭和 49 年茨城国体
　～旗・炬

き ょ か

火リレー～

広報いしおか８月１日号　№３３２　　２２　　　　　　　

祝
府中中学校前の道路を通る旗・
炬火リレー（提供：太田晃氏）

石岡市立中央図書館  創立 130 周年記念イベント
◆歴史講座「筑波山と連

れ ん が

歌」
「筑波の道」とも言われた連歌は武士の教養
で、佐竹氏周辺の武士も嗜

たしな

みました。本能寺
の変直前の明智光秀の連歌や、筑波山の連
歌をとりあげ、連歌という文芸について理
解を深めます（生涯現役プラチナ応援事業対象）。
日時：９月７日土午後２時～
場所：中央図書館　読書室

申込方法：８月 9 日金
から電話または図書館
カウンターに申し込み。
◀講師は綿

わ た ぬ き

抜豊
と よ あ き

昭氏
（筑波大学図書館情報
メディア系教授） 

◆筑波大学特別展示
「神話の里と連歌～石岡市立中央図書館創
立 130 周年記念企画～」
和歌・連歌に関する古典資料・石岡市地域
資料・筑波大学図書館所蔵の地域資料等の
展示を行います。
日時：８月１日木～９月 27 日金
　　　午前９時～午後５時

（８月 10 日土～ 18 日日は閉室）
場所：筑波大学
　　　春日エリア情報メディアユニオン



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
貝　
地　
小
池　
つ
と
夢

ひ
き
が
へ
る
万
年
平ひ

ら

の
面
構
へ

東
大
橋　
　
醍
醐　
正
夫

ち
ゃ
ぶ
台
に
お
ひ
つ
が
の
っ
て
豆

の
飯

北
府
中　
　
高
木　
忠
雄

運
も
ま
た
生
き
る
力
や
雨
蛙

太　
田　
　
根
岸　
基
美

白
靴
を
下
す
日
の
朝
笑
み
こ
ぼ
る

　
　
北
府
中　
野
村　
畝
津
子

生
き
る
と
は
家
を
背
負
っ
て
か
た

つ
む
り

や
さ
と
俳
句
会

太　
田　
　
越
智　
旅
舟

晩
学
は
長
寿
の
薬
ラ
ム
ネ
飲
む

細　
谷　
　
松
崎　
淑
子

夏
の
句
座
公
民
館
に
風
す
ぐ
る

　
部　
原　
中
島　
れ
い
子

ど
こ
ま
で
も
続
く
青
田
や
遠
き
山

石
岡
短
歌
同
好
会

山　
崎　
　
若
色　
　
茂

身
に
着
け
る
も
の
は
綺
麗
に
と
言

い
て
い
し
散
歩
の
翁
に
し
ば
ら
く

会
わ
ず

東
大
橋　
　
醍
醐　
正
夫

北
斎
の
読
み
本
挿
絵
開
き
見
て
表

わ
る
る
妖
怪
に
ぎ
ょ
っ
と
驚
く

南　
台　
　
田
村　
満
佐

高
原
の
五
月
の
風
が
さ
は
や
か
に

入
り
来
る
な
り
バ
ス
の
窓
よ
り

八
郷
短
歌
会柿　

岡　
　
小
林　
渥
子

声
だ
け
は
元
気
と
電
話
を
仲
立
ち

に
共
通
の
話
題
ふ
く
る
る
ば
か
り

月　
岡　
菱
沼　
む
免
子

高
校
生
が
育
て
た
と
い
う
花
の
苗

シ
ニ
ア
の
我
等
花
壇
に
植
え
る

石
岡
俚
謡
会川　

又　
　
　
関　
清
志

朝
に
目
覚
め
て　
蕾
が
開
く

　
　
蝶
が
恋
す
る　
夏
の
庭

　
　
貝　
地　
前
島　
く
に
子

明
け
た
令
和
に　
心
が
弾
む

　
　
家
族
揃
っ
て　
祝
い
膳

石　
岡　
　
石
塚　
芳
華

初
夏
の
俎ま

な
い
た板　
い
い
音
た
て
て

　
　
妻
が
捌
い
た　
初
が
つ
お

鹿
の
子   

田
村 

こ
ま
く
さ

山
は
一
面　
緑
に
萌
え
て

　
　
生
き
る
力
に　
溢あ

ふ

れ
て
る

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫

富
士
を
背
に
し
て　
お
茶
摘
む
母
の

　
　
　
　
味
も
香
り
も　
日
本
一

杉　
並　
　
助
川　
浩
史  

明
日
を
夢
み
る　
百
才
時
代

　
日
々
を
楽
し
く　
生
き
て
い
る

国　
府　
篠
原　
美
千
代

欲
を
出
さ
ず
に　
真
っ
す
ぐ
道
を

　
　
行
け
ば
躓
く　
石
は
無
い

下　
林　
　
加
藤　
弥
生

久
慈
の
谷
間
の　
気
温
と
風
で

　
　
育
つ
茶
の
香
の　
味
を
出
す

府　
中　
　
稲
田　
す
み

年
を
重
ね
て　
い
る
け
ど
若
い

　
　
色
香
残
し
た　
祖
母
の
顔

い
し
お
か
川
柳
会

大　
増　
　
小
川　
義
隆

青
春
の
悩
み
は
何
か
ほ
ろ
苦
い

青　
田　
桜
井　
紀
美
子

も
っ
た
い
な
い
世
代
が
違
う
嫁
姑

　
　
石　
岡　
高
橋　
佐
智
子

孫
帰
る
家
中
全
て
ミ
ル
ク
色

〈
俳
句
〉

真　
家　
　
川
﨑　
夫
久

摘
み
取
れ
ば
水
の
し
た
た
る
花
茗
荷

〈
短
歌
〉

山　
崎　
　
鈴
木　
君
江

遅
れ
花　
一
つ
咲
か
せ
て
木
蓮
の

夏
日
耀
ふ
水
無
月
ひ
と
日

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

俳
句

文芸いしおか

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　昭和 46 年に発足した当会は、平成 30 年
に 10 団体から 15 団体へ団体数を増やし、
精力的に取り組んでいます。 
　土橋町の獅子舞と、テンポのはやい三村
流・ゆっくりテンポの染谷流で山車囃子を
伝承しています。昭和 55 年に「石岡ばやし」
として、茨城県指定無形文化財に指定され
ました。 
　常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつり）
をはじめ、国内の大きなイベントや海外遠
征など数多く出演しています。 
　各支部においては、「石岡ばやし」の伝

統を保持し、後継者育成に力を注いでいま
す。 
会員／ 800 名 　年会費／ 10000 円 ( 団体 )
問石岡囃子連合保存会 ( 一毛芳昭 )
　℡ 23-8130

第 12 回
石岡囃子連合保存会

川
柳

　　　　　　　２３　　広報いしおか８月１日号　№３３２


